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き
ま
す
。
65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保

険
者
）
は
、
原
因
を
問
わ
ず
介
護
が
必
要

な
と
き
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

Q

介
護
保
険
に
は
、「
認
定
」
が
あ
る
と

聞
い
た
け
ど
、
納
得
が
い
か
な
か
っ
た
ら

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

A

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
は
、
１

次
・
２
次
の
２
回
の
判
定
を
行
い
、
自

立
・
要
支
援
・
要
介
護
１
か
ら
５
に
区
分

さ
れ
ま
す
。

認
定
結
果
の
通
知
は
「
認
定
結
果
通
知

書
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
認
定
結
果
に
納
得
が
い
か
な
い

場
合
は
、
三
重
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
介

護
保
険
審
査
会
に
不
服
を
申
し
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

Q

介
護
保
険
が
は
じ
ま
っ
て
、
い
ま
ま

で
と
ど
う
変
わ
る
の
？

A

高
齢
者
の
介
護
は
、
従
来
、
町
の
判

断
で
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
制
度
の
開
始
に
よ
り
、
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
高
齢
者
が
、
地
域
の
事

業
者
の
中
か
ら
自
由
に
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

や
内
容
を
選
択
で
き
る
し
く
み
に
変
わ
り

ま
す
。
ま
た
、
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
が
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
を

立
案
し
、
利
用
者
の

希
望
を
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
に
反
映
し
て
く
れ

る
の
で
、
安
心
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

Q

40
歳
に
な
っ
た
ら
何
か
手
続
き
は
必

要
な
の
？

A

40
歳
以
上
の
人
は
す
べ
て
介
護
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
資
格

の
取
得
･
喪
失
の
事
実
が
発
生
し
た
日
か

ら
自
動
的
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
何
ら
手

続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
65
歳

に
な
っ
た
と
き
も
同
様
に
、
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

Q

現
在
年
金
の
み
で
生
活
し
て
い
ま
す

が
、
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る

と
聞
き
ま
し
た
。
い
く
ら
ひ
か
れ
る
の
？

A

65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険

者
）
の
場
合
は
、
所
得
に
応
じ
て
５
段
階

に
分
か
れ
ま
す
。
度
会
Ⅰ
部
介
護
保
険
事

務
組
合
（
玉
城
町
・
小
俣
町
・
二
見
町
・

御
薗
村
）
で
は
年
額
平
均
３
万
４
０
０
円

で
積
算
し
て
い
ま
す
。
年
金
の
額
が
年
間

18
万
円
以
上
の
人
は
年
金
か
ら
天
引
き
、

そ
れ
以
外
の
人
は
個
別
の
納
付
書
で
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

保
険
料
は
、
４
月
か
ら
の
半
年
間
徴
収
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
後
１
年
間
は
半
分

の
徴
収
と
な
り
ま
す
。

Q

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
ど
の
よ
う
に
保
険
料
を
納
め
る
の
？

A

国
保
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
か
ら

64
歳
の
人
（
第
２
号
被
保
険
者
）
は
、

町
で
定
め
た
算
定
方
法
に
よ
り
保
険
料
の

額
が
決
め
ら
れ
、
国
民
健
康
保
険
料
に
介

護
保
険
分
を
併
せ
た
ひ
と
つ
の
保
険
料
と

し
て
世
帯
主
が
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
算
定
方
法
】

●
所
得
割
額
　
　
所
得
に
応
じ
て
計
算

●
資
産
割
額
　
資
産
に
応
じ
て
計
算

●
均
等
割
額
　
各
世
帯
の
該
当
者
数
に

応
じ
て
計
算

●
平
等
割
額
　
１
世
帯
い
く
ら
と
計
算

Q

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
の
保
険
料
は
ど

う
な
る
の
？

A

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
家
庭
で
、
妻
な
ど

扶
養
す
る
家
族
に
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の

人
（
第
２
号
被
保
険
者
）
が
い
て
も
、
介

護
保
険
料
は
被
保
険
者
本
人
が
職
場
で
加

入
す
る
健
康
保
険
な
ど
の
保
険
料
に
盛
り

込
ま
れ
る
の
で
別
途
納
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
第
２
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、

現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

Q

保
険
料
を
納
め
る
の
に
、
65
歳
を
過

ぎ
な
い
と
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い

の
？

A

い
い
え
。
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

（
第
２
号
被
保
険
者
）
で
も
、
脳
血
管
疾

患
・
初
老
期
の
痴
呆
な
ど
老
化
に
伴
う
特

定
疾
病
が
原
因
で
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

と
き
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
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は
、
広
報
は
さ
み
込
み
の
「
介
護
保
険
組

合
だ
よ
り
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

Q

自
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
し
て
い

る
ん
だ
け
ど
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
の
？

A

介
護
保
険
で
は
次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
　
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
）

○
訪
問
看
護

○
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

○
短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
）

○
短
期
入
所
療
養
介
護

○
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

○
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

○
訪
問
入
浴
介
護

○
居
宅
療
養
管
理
指
導

○
痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護

○
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護

○
福
祉
用
具
の
貸
与

○
福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給

○
住
宅
改
修
費
の
支
給

Q

緊
急
で
す
ぐ
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
い
と
き
、
認
定
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば

利
用
で
き
な
い
の
？

A

申
請
か
ら
認
定
ま
で
は
原
則
と
し
て

30
日
以
内
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
急
を
要
す

る
場
合
は
、
認
定
を
待
た
ず
に
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

後
日
町
に
申
請
し
、
認
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

Q

一
度
受
け
た
認
定
結
果
は
一
生
有
効

な
の
？
容
態
が
悪
化
し
た
と
き
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
？

A

認
定
結
果
の
有
効
期
限
は
原
則
６
ヶ

月
で
す
。
引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
場
合
は
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
町
福
祉
課
に
保
険
証
を
提
出
し
、
更

新
の
認
定
を
受
け
ま
す
。
こ
れ
は
、
変
化

し
や
す
い
要
介
護
者
の
容
態
を
的
確
に
判

断
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
有
効

期
間
内
で
も
、
容
態
が
い
ち
じ
る
し
く
悪

化
し
た
と
き
な
ど
は
必
要
に
応
じ
て
変
更

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q

認
定
を
受
け
て
い
る
人
が
他
の
市
町

村
に
住
所
を
移
し
た
ら
、
も
う
一
度
認
定

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
？

A

新
た
に
申
請
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。
認
定
を

受
け
て
い
る
人
が
引
越
し
を
す
る
場
合
は
、

町
に
保
険
証
を
返
却
す
る
と
と
も
に
、
転

出
時
の
要
介
護
度
等
を
記
載
し
た
「
受
給

資
格
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
ま
す
。
こ

れ
を
添
え
て
転
入
先
の
市
町
村
に
届
け
出

れ
ば
、
改
め
て
認
定
を
受
け
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

Q

認
定
で
「
自
立
」
と
判
定
さ
れ
た
ら
、

今
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
は
ま
っ
た
く
利
用
で

き
な
く
な
る
の
？

A

い
い
え
。「
自
立
」
と
判
定
さ
れ
た

人
は
介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
町
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
自
立

支
援
・
介
護
予
防
の
観
点
か
ら
実
施
さ
れ

る
も
の
で
、
介
護
保
険
に
準
じ
た
方
法
で

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、
今
ま
で
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
り
な
く
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
は
、
新
た

に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
町
福
祉

課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
費
用

に
つ
い
て
も
、
介
護
保
険
と
同
等
程
度
必

要
と
な
り
ま
す
。

Q

サ
ー
ビ
ス
は
計

画
に
そ
っ
て
提
供
さ

れ
る
っ
て
聞
い
た
け

ど
、
だ
れ
が
計
画
を

た
て
る
の
？

A

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
）
が
計
画
を
作
成
し
ま
す
。
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
利
用
者
が
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
本
人
や
家
族

の
相
談
に
の
っ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
機

関
と
の
連
絡
調
整
な
ど
を
行
っ
て
、
希
望

に
そ
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し

ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
依
頼
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

町
福
祉
課
へ
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
に
か
か
る
費
用

は
無
料
で
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
計
画
は

自
分
で
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

こ
の
場
合
は
、
計
画
の
内
容
を
届
け
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
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Q

介
護
保
険
で
は
ど
ん
な
施
設
が
あ
り

ま
す
か
？

A

介
護
保
険
で
入
所
で
き
る
施
設
は
、

三
重
県
知
事
の
指
定
等
を
受
け
た
次
の
３

種
類
の
施
設
と
な
り
ま
す
。

１．

介
護
老
人
福
祉
施
設

従
来
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
こ
と

で
、
介
護
等
の
日
常
生
活
上
の
世
話
や
機

能
訓
練
、
そ
の
他
必
要
な
世
話
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

２．

介
護
老
人
保
健
施
設

従
来
の
老
人
保
健
施
設
の
こ
と
で
、
病

状
の
安
定
し
た
人
が
、
機
能
訓
練
を
中
心

と
す
る
医
療
ケ
ア
や
介
護
、
日
常
生
活
上

の
世
話
を
受
け
ら
れ
ま
す
。（
ケ
ア
ハ
イ
ツ

玉
城
が
こ
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
）

３．

介
護
療
養
型
医
療
施
設

療
養
型
病
床
群
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

長
期
療
養
の
必
要
な
高
齢
者
が
入
院
し

て
、
介
護
等
の
世
話
な
ど
必
要
な
医
療
を

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

Q

施
設
へ
の
入
所
を
希
望
し
て
い
る
ん
だ

け
ど
、
本
当
に
希
望
ど
お
り
に
入
れ
る
の
？

A

要
介
護
認
定
を
受
け
れ
ば
施
設
で
の

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
希
望
す
る
施
設
が
空
い
て

い
な
い
場
合
は
、
当
面
在
宅
で
の
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
よ
り
、
対
応
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
町
福
祉
課
、
ま
た
は
度
会
Ⅰ
部

介
護
保
険
事
務
組
合
TEL
（
２
０
）
１
２
１

１
ま
で

要介護認定と
サービスの利用法

●利用者（被保険者）

●市町村の窓口への申請

●訪問調査 ●医師の意見書

●介護認定審査会

●介護サービス計画の作成

着替えは自分でできますか？�

●介護サービスの利用
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４
月
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険
制
度
に
よ

り
、
町
立
老
人
保
健
施
設
（
ケ
ア
ハ
イ
ツ

玉
城
）
で
は
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
と

し
て
新
し
く
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
・
訪

問
看
護
事
業
を
開
始
し
、
よ
り
よ
い
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
新
た
に
始
ま
る

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城
（
介
護
老
人
保
健
施

設
）
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す

▼
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

﹇「
要
支
援
」「
要
介
護
（
１
〜
５
ま

で
）」
の
方
が
受
け
ら
れ
ま
す
。﹈

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
介

護
老
人
保
健
施
設
、
病
院
、
診
療
所
等
に

通
い
、
心
身
機
能
の
維
持
回
復
を
図
り
、

日
常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
た
め
に
必
要

な
理
学
療
法
、
作
業
療
法
の
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

▼
短
期
入
所
療
養
介
護

﹇「
要
支
援
」「
要
介
護
（
１
〜
５
ま

で
）」
の
方
が
受
け
ら
れ
ま
す
。﹈

短
期
入
所
療
養
介
護
と
は
、
介
護
老
人

保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
、
療

養
型
病
床
群
を
有
す
る
病
院
・
診
療
所
等

に
短
期
間
入
所
し
、
当
該
施
設
に
お
い
て
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ケアハイツ玉城には増築された居宅介護支援事業と訪問看護ステーション

・
・



看
護
、
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
、

機
能
訓
練
、
必
要
な
医
療
、
日
常
生
活
上

の
お
世
話
を
行
い
ま
す
。

▼
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス

﹇「
要
介
護
（
１
〜
５
ま
で
）」
の
方
が

受
け
ら
れ
ま
す
。﹈

介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
い
て
、
施
設

サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
き
て
行
わ
れ
る
看

護
、
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
お

よ
び
機
能
訓
練
そ
の
他
必
要
な
医
療
な
ら

び
に
日
常
生
活
の
お
世
話
を
行
い
ま
す
。

●
介
護
老
人
保
健
施
設
利
用
の
た
め
の
費

用
は介

護
保
険
の
「
一
部
負
担
金
」
と
介
護

老
人
保
健
施
設
の
「
利
用
料
」
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

介
護
保
険
で
は
、
受
け
た
サ
ー
ビ
ス
の
費

用
の
１
割
に
あ
た
る
金
額
を
「
一
部
負
担
」

と
し
て
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。「
一
部

負
担
」
の
ほ
か
に
、
特
別
室
の
利
用
、
そ
の

他
生
活
に
か
か
わ
る
費
用
を
「
利
用
料
」
と

し
て
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

●
新
し
く
開
始
す
る
サ
ー
ビ
ス

▼
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

要
介
護
者
等
の
み
な
さ
ん
の
在
宅
サ
ー

ビ
ス
の
適
正
な
利
用
等
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か

れ
て
い
る
環
境
、
意
思
等
を
勘
案
し
て
居

宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作

成
し
、
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
く
在
宅
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
事

業
者
等
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
行
い
、
ま
た
介
護
保
健
施
設

に
入
所
す
る
場
合
、
介
護
保
健
施
設
へ
の

紹
介
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い

ま
す
。

▼
訪
問
看
護
（
５
月
か
ら
開
始
予
定
）

主
治
医
師
が
病
状
安
定
期
と
判
定
し
、

居
宅
に
お
い
て
看
護
婦
等
が
行
う
療
養
上

の
世
話
ま
た
は
必
要
な
診
療
の
補
助
を
要

す
る
と
き
、
利
用
者
に
対
し
そ
の
居
宅
に

お
い
て
看
護
婦
等
に
よ
る
療
養
上
の
世
話
、

ま
た
は
必
要
な
診
療
の
補
助
を
行
う
こ
と

に
よ
り
生
活
の
質
を
確
保
し
、
日
常
生
活

動
作
能
力
を
維
持
・
回
復
さ
せ
、
住
み
慣

れ
た
家
庭
、
地
域
に
お
い
て
安
心
し
て
療

養
で
き
る
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
り
に

な
り
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
ケ
ア
ハ
イ
ツ

玉
城
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城
　
TEL
（
５
８
）
３
７

７
０

◆ C O L U M N ◆

玉城町長

Mayor's Column

春を迎える嬉しさは歳を重ねるほどに増すもので
あります。
（ＩＴ革命に即応した業務体系）
今時代はまさにＩＴ革命といっても過言ではあり
ません。このＩＴはインフォメーション・テクノロ
ジー、つまり情報産業のことであります。産業界は
元気今一と申しますが、ＩＴメディアの業種は景気
がよいようであります。インターネット・ヤフー
（Yahoo）の株価が１億円とはその実証であります。
私が皆様のご支援で２期目に就任いたしたのが平
成10年であります。社会は改革の時代であり、役場
も改革をいたしたいと職員と相談をし改革検討委員
会を組織して、その年の６月から早期に実施できる
ものから取り組んでまいりました。
経費の節減、役場７時まで業務、職場グループ制
による合理化、能率化、インターネット・ＬＡＮの
活用、つまりＩＴの最大限の活用であります。書類
をできるだけ省略し、電子メールの活用等々であり
ます。特に職員に意識の改革を叫び続けてまいりま
した。職員組合も全面的に理解し協力していただい
たおかげで、２月に平成11年度毎日新聞地方自治
大賞奨励賞を受賞することができました。民が官を
顕彰してくれたところに意義があると存じます。
皆様の期待にはまだまだと存じますが、全職員が
一致協力して、住民福祉に邁進した結果でありまし
て、大変嬉しく思っているところであります。内部
経費が少しでも削減できることはそれだけ事業投資
にまわせることであります。試行錯誤の毎日であり
ますが、全力を傾注して意識の改革と新しい時代の
町の行政に取り組みたいと存じます。
（平成12年度予算）
さて、平成12年度予算でありますが、一般会計43
億円、企業会計あわせて79億円であり、大きな建設
施設はありませんが玉城町としては中型の生活密着
予算であります。
下水道は今年もさらに進めてまいります。宮古地
区で進めてまいりました農業集落排水は３月28日竣
工式をあげさせていただきました。いよいよ供用開
始であります。次は岩出、中角地区を推進してまい
ります。
特に12年度は介護保険実施とともに福祉の充実、
子供たちの教育環境整備の新しいものに取り組んで
まいります。外国人による外国語専任教員の設置や
総合学習にむかって環境作りに協力してまいります。
情報公開とともに町民のみなさんと情報の共有をし
ながらみんなで創る町づくりを進めたいと存じます。
桜が咲き里山は春爛漫であります。暖かい日射し
は心も豊かにしてくれます。少々の我慢はあっても
日々是好日を願うものであります。

春の宵　自宅にて
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Town Report

タウンレポート

Ａ
〜
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
に
別
け
、
失
点

差
の
少
な
い
上
位
４
チ
ー
ム
を
さ

ら
に
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
３
セ

ッ
ト
マ
ッ
チ
の
決
勝
リ
ー
グ
を
行

い
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

松
下
電
工
（
株
）

伊
勢
工
場
チ
ー
ム

●
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

松
チ
ー
ム

●
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

小
嶋
会
チ
ー
ム

炒
め
る
作
業
な
ど
、「
み
や
び
の
会
」

（
須
川
雅
代
表
）
の
５
人
に
も
手
伝

っ
て
も
ら
い
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
指

導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

地
域
に
密
着
し
た
各
種
学
校
を

め
ざ
し
て
、
生
涯
学
習
の
機
会
を

地
域
に
提
供
し
よ
う
と
、
県
で
は

各
種
学
校
の
出
前
講
座
を
昨
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
玉
城
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
学
院
（
本
町：

竹

内
茂
子
さ
ん
）

で
は
、
本
年

度
２
回
目
の

講
座
を
３
月

２
日
、
町
保

健
福
祉
会
館

で
開
き
、
夢

工
房
た
ま
き

に
通
う
人
た

ち
を
招
い
て
、

オ
ム
ラ
イ

ス
・
リ
ン
ゴ

の
ホ
ッ
ト
ケ

ー
キ
作
り
を

手
ほ
ど
き
し

ま
し
た
。

参
加
者
ら

は
、
タ
マ
ネ

ギ
・
リ
ン
ゴ

の
皮
む
き
や
、

２
月
６
日
（
日
）、
田
丸
小
学
校

体
育
館
で
、
第
９
回
玉
城
郵
便
局

長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
親
睦

を
図
り
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
は
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
な
９
人
編
成
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

に
代
え
、
４
人
編
成
で
誰
で
も
気

楽
に
参
加
で
き
る
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
採
用
し
、
12
チ
ー
ム
約
70

人
が
参
加
。

抽
選
に
よ
る
４
チ
ー
ム
ず
つ
を
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Ａブロック１位
松下電工（株）
伊勢工場チーム

Ｃブロック１位
小嶋会チーム

Ｂブロック１位
松チーム
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う
、
職
員
の
意
識
改
革
を
は
じ
め

各
分
野
で
町
民
一
体
と
な
っ
た
町

づ
く
り
に
努
め
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

な
お
、
昨
年
12
月
ま
で
の
窓
口

（
住
民
課
）
の
夜
間
利
用
状
況
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

当
町
は
、
２
月
19
日
、
独
創
的

な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
で
活
躍
す
る
市

町
村
を
顕
彰
す
る
「
毎
日
・
地
方

自
治
大
賞
」（
毎
日
新
聞
社
主
催
）

の
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
一
昨
年
住
民
サ
ー
ビ
ス

と
業
務
の
効
率
化
を
向
上
さ
せ
る
目

的
で
、
行
政
機
構
・
シ
ス
テ
ム
改
革

推
進
委
員
会
を
設
立
し
、
各
分
野

に
つ
い
て
大
き
く
７
本
の
柱
を
盛
り

込
み
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
夜
７
時
ま
で
の

業
務
時
間
延
長
、
グ
ル
ー
プ
制
の

導
入
、
Ｏ
Ａ
化
の
推
進
な
ど
業
務
に

お
け
る
情
報
の
共
有
化
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
”点

“か

ら
”線

“に
、
さ
ら
に
”ウ
ェ
ブ
“

（
ク
モ
の
巣
）
の
よ
う
な
町
民
全
体

を
取
り
込
ん
だ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
確
立
し
て
い

こ
う
と
す
る
の

が
狙
い
で
す
。

町
で
は
、
今

後
も
み
な
さ
ん

の
ご
要
望
に
応

え
ら
れ
る
よ

玉
城
ふ
る
さ
と
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
２
月
26
日
、
町
保
健
福
祉

会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

宮
古
に
伝
わ
る
「
山
の
神
様
物
語
」

と
、
オ
ブ
ラ
ー
ト
の
発
明
者
「
小

林
政
太
郎
物
語
」
の
２
話
が
上
演

さ
れ
、
観
衆
か
ら
万
雷
の
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

主
演
は
、
下
外
城
田
小
学
校
の

児
童
ら
で
作
る
「
下
外
城
田
小
学

校
演
劇
ク
ラ
ブ
」
と
「
た
ま
き
演

劇
愛
好
会
」（
中
北
幸
宏
代
表
）。

第
１
部
で
、
下
小
演
劇
ク
ラ
ブ

が
上
演
し
た
の
は
、
玉
城
の
み
ん

わ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
ま
め
く

じ
大
王
」
を
題
材
に
、
重
い
年
貢

に
苦
し
め
ら
れ
る
農
民
を
、
山
の

神
様
が
雨
を
降
ら
せ
救
っ
て
く
れ
る

話
。
手
作
り
の
か
つ
ら
を
着
け
、

着
物
を
ま
と
い
、
見
事
な
演
技
で

し
た
。

第
２
部
で
は
、
一
昨
年
演
じ
ら

れ
た「
村
山
龍
平
物
語
」

に
続
く
郷
土
の
偉
人
シ

リ
ー
ズ
の
第
２
弾
と
し

て
、
粉
薬
を
包
む
オ
ブ

ラ
ー
ト
の
発
明
者
で
、

地
元
医
師
の
小
林
政
太

郎
の
半
生
を
つ
づ
る
物

語
を
、
た
ま
き
演
劇
愛

好
会
が
熱
演
。
私
利
私
欲
に
走
ら

ず
、
広
い
視
野
で
物
事
を
考
え
、

町
医
者
と
し
て
の
意
志
を
貫
き
、

そ
の
生
き
方
を
軸
に
、
家
族
や
多

く
の
協
力
者
た
ち
と
の
温
か
い
結

び
つ
き
を
描
き
、「
ふ
る
さ
と
玉

城
」
の
良
さ
を
観
客
に
語
り
か
け

て
い
ま
し
た
。

中
瀬
町
長
は
、
上
演
を
前
に

「
文
化
は
心
の
豊
か
さ
を
満
た
し
て

く
れ
る
。
ま
す
ま
す
ふ
る
さ
と
を
語

る
創
作
劇
の
輪
を
広
げ
て
欲
し
い
」

と
愛
好
者
ら
に
激
励
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。

「山の神様物語」

「小林政太郎物語」

小林政太郎メモ
明治５年（1872）新

田町に生まれる。20

年15歳で医師を志し

上京、済生学舎に入

学。26年帰郷し開業。

35年オブラートを発

明。特許取得し製造

（30歳）。大正２年

（1913）蒸気機関によ

る回転式ドライヤー

製法に転換し大量生

産。４年孔子思想の

普及啓蒙。孔子廟を

建設（現玉城郵便局

敷地）。昭和12年

（1937）特許期限の終

了と競争会社出現に

より工場を閉鎖（65

歳）。本業の皮膚科

医として晩年を過ご

す。昭和22年満75歳

で生涯を閉じる。

5時以降夜間利用者（住民課）平成11年
●月別窓口利用者数
月 人数
4月 81人
5月 79
6月 74
7月 71
8月 78
9月 56
10月 66
11月 59
12月 67

●月別窓口要件別利用者数
月 住民票 戸籍 印鑑 届 その他
4月 48 8 46 6 7
5月 24 23 53 11 1
6月 43 17 77 5 4
7月 37 25 55 5 4
8月 42 24 57 4 6
9月 22 10 36 7 2
10月 41 22 69 3 6
11月 27 10 49 4 6
12月 37 11 44 4 2

戸籍：戸籍抄謄本・除籍　　　　　　　　　印鑑：印鑑証明・登録・改印・紛失
届：転入・転出・出生・死亡・婚姻など その他：その他の証明・ごみ・浄化槽等の相談・届け出



分
別
収
集
が
始
ま
り
ま
す

町
住
民
課
　
TEL（
５
８
）８
２
０
２

4
［町内版・1］

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

砕
い
て
溶
か
し
シ
ャ
ツ
な
ど
の
化
学
繊
維
や

再
ボ
ト
ル
な
ど
に
な
り
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

溶
か
し
て
燃
料
化
（
油
化
）
し
ま
す
。

た
だ
し
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
集
め
ら
れ
て
い

る
白
色
ト
レ
イ
は
、
再
び
ト
レ
イ
な
ど
製
品
と

な
り
ま
す
の
で
、
ス
ー
パ
ー
等
の
回
収
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

古
紙
類

（
溶
か
し
て
、
製
品
化
）

＊
新
聞
・
ち
ら
し

新
聞
紙
・
週
刊
誌
・
用
紙

な
ど
に
な
り
ま
す
。
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くらしの情報

分
別
収
集
は
、
資
源
ご
み
を
再
商
品
化
（
リ

サ
イ
ク
ル
）
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
分
別

し
出
し
て
い
た
だ
く
資
源
ご
み
は
ど
の
よ
う
に

処
理
さ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か

ビ
ン
類

＊
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
ビ
ン
｛
販
売
店
へ
｝

（
ビ
ン
ビ
ー
ル
や
一
升
瓶
）

洗
浄
・
殺
菌
を

行
い
、
そ
の
ま
ま

使
い
ま
す
。

＊
ワ
ン
ウ
エ
イ
ビ
ン
｛
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
｝

（
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
）

砕
い
て
溶
か
し
再
び
ガ
ラ
ス
ビ
ン
と
な
り

ま
す
。

＊
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
雑
誌

ダ
ン
ボ
ー
ル
・
紙
箱
な
ど
に
な
り
ま
す
。

＊
紙
パ
ッ
ク

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
に

な
り
ま
す
。

古
布
類

＊
古
着
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
海
外
へ
輸
出
し
活
用

＊
繊
維
を
ほ
ぐ
し
て
、
製
品
化

ウ
エ
ス
・
軍
手
・
車
の
防
音
材
な
ど
に
な
り

ま
す
。

燃料�

b

b

b

b
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と
思
い
ま
す
。
普
段
使
用
さ
れ
て
い
る
ご
み

袋
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

Q

歯
磨
き
粉
な
ど
チ
ュ
ー
ブ
類
の
中
身
は

き
れ
い
に
取
る
の
？

A

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
も
の
は
中
身
を

取
っ
て
洗
い
ま
す
。

処
理
が
で
き
な
い
場
合
は
、
集
積
場
へ
可

燃
物
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Q

新
聞
・
広
告
は
ま
と
め
て
ヒ
モ
で
縛
っ

て
い
い
の
？

縛
る
ヒ
モ
は
ど
ん
な
ヒ
モ
で
も
い
い
の
？

A

新
聞
・
広
告
は
ま
と
め
て
縛
っ
て
く
だ

さ
い
。
新
聞
・
広
告
と
は
、
新
聞
屋
さ
ん
が

配
達
さ
れ
る
も
の
と
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
縛
る
ヒ
モ
は
ハ
サ
ミ
で
切
れ
る
も

の
で
あ
れ
ば
ビ
ニ
ー
ル
ヒ
モ
で
も
、
布
ヒ
モ

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

Q

古
紙
を
袋
に
入
れ
て
出
し
て
は
い
け
な

い
の
？

A

ヒ
モ
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

理
由
は
、
ビ
ニ
ー
ル
類
な
ど
が
混
ざ
っ
て

い
て
も
分
ら
な
い
た
め
で
す
。
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

た
だ
、
お
菓
子
の
箱
な
ど
大
き
さ
が
そ
ろ

わ
ず
家
庭
で
の
分
別
に
紙
袋
を
ご
利
用
頂
く

場
合
、
分
別
だ
け
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
散

ら
ば
ら
な
い
よ
う
に
し
て
そ
の
ま
ま
出
し
て

頂
い
て
も
結
構
で
す
。

Q

ラ
ッ
プ
な
ど
の
外
箱
に
付
い
て
い
る
金

属
は
外
す
の
？

A

外
し
ま
す
。
窓
あ
き
封
筒
の
ビ
ニ
ー
ル
も

10 城あとに夢を築くまちたまき 2000- 4

Q

フ
タ
が
取
れ
な
い
ビ
ン
は
？

A

不
燃
物
と
な
り
集
積
場
へ
出
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
せ
る
ビ

ン
は
、
フ
タ
や
キ
ャ
ッ
プ
を
完
全
に
取
っ
た

も
の
だ
け
で
す
。

Q

割
れ
た
ビ
ン
は
ど
こ
へ
？

A

洗
え
ば
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

出
せ
ま
す
。

た
だ
、
洗
う
の
に
手
を
切
る
な
ど
ケ
ガ
を

す
る
と
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
洗
う
前
で
あ
れ

ば
集
積
場
へ
不
燃
物
と
し
て
出
す
の
が
望
ま

し
い
と
思
い
ま
す
。

Q

取
手
の
つ
い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
取
手

は
外
す
の
？

A

外
さ
ず
そ
の
ま
ま
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
、
同
様
に
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

Q

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い

れ
ば
す
べ
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
す
の
？

A

違
い
ま
す
。

食
用
油
の
ボ
ト
ル
な
ど
は
マ
ー
ク
が
付
い

て
い
て
も
可
燃
物
と
し
て
集
積
場
へ
出
し
て

く
だ
さ
い
。
汚
れ
が
と
れ
な
い
も
の
（
ソ
ー

ス
な
ど
）、
中
の
異
物
が
取
れ
な
い
も
の
も

同
様
で
す
。

Q

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
ど
ん
な
袋
に
入

れ
て
出
せ
ば
い
い
の
？

A

集
め
る
対
象
と
な
っ
て
い
る
レ
ジ
袋
な

ど
に
入
れ
て
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
良
い
か

同
様
で
す
。

Q

毛
糸
は
ど
こ
へ
出
せ
ば
い
い
の
？

A

セ
ー
タ
ー
な
ど
は
古
着
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
、
そ
れ
以
外
は
可
燃

物
と
し
て
集
積
場
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Q

生
ご
み
は
、
ど
う
や
っ
て
出
す
の
？

A

水
切
り
を
し
っ
か
り
し
て
い
た
だ
き
小

さ
な
袋
に
入
れ
て
か
ら
ご
み
袋
に
入
れ
て
可

燃
物
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
２
重
に
し

て
）

Q

不
燃
物
は
こ
れ
か
ら
空
缶
や
化
粧
ビ
ン
、

茶
碗
な
ど
一
緒
に
出
す
よ
う
に
な
り
ま
す
が

ま
と
め
て
袋
に
入
れ
て
い
い
の
？

A

１
袋
に
ま
と
め
て
い
い
で
す
。

Q

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
い
つ
出

せ
ば
い
い
の
？

A

各
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

分
別
収
集
が
始
ま
り
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
が
出

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
時
は
住
民

課
へ
ご
質
問
く
だ
さ
い
。
今
後
も
分
別
収
集

Ｑ
＆
Ａ
の
方
法
で
ご
回
答
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
家
庭
で
の
処
理
で
簡
単
な
方
法
な

ど
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
広
報
で
お
知
ら
せ
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

収
集
日
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
広
報
紙
へ
掲
載

せ
ず
挟
み
込
み
を
し
ま
す
。

（
４
月
分
は
、
ご
み
分
別
表
配
布
の
際
お
配

り
し
て
お
り
ま
す
。）

EVENT GUIDE

玉城おはなしキャラバン、4月の予定は次のとおりです。
時間はいずれも午後4時30分から午後5時。
【4月13日】外城田地区・玉城苑公民館
【4月20日】下外城田地区・小社公民館
【4月27日】有田地区・岡村公民館
詳しくは、飯田啓子さんTEL 58-4600へお尋ねください。
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くらしの情報

平
成
12
年
度
の
町
税
の
納
期
を
一
覧
表
に
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
か
ら
「
国
民
健
康
保
険
税
」

は
「
保
険
料
」
に
変
更
さ
れ
、
毎
月
納
付
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。（
詳
し
く
は
、

14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

町
税
務
課

TEL（
５
８
）８
２
０
１

伊
勢
市
消
防
本
部
で
は
、
高
齢
化
社
会
へ
の

対
応
策
と
し
て
「
消
防
緊
急
通
信
指
令
シ
ス
テ

ム
」
を
導
入
し
、
４
月
１
日
か
ら
運
用
を
開
始

し
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
事
前
に
電
話
番
号
な
ど

の
情
報
を
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
新
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
を
駆
使
し
、
災
害
通
報
地

点
を
確
実
・
迅
速
に
確
認
で
き
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。

当
町
で
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
効
果
的
・
合

理
的
に
活
用
す
る
た
め
「
地
域
あ
ん
し
ん
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
」
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
心
身
に
重
度

の
障
害
を
抱
え
る
方
、
ま
た
そ
の
ご
家
族
に
防

災
上
の
『
安
心
』
を
得
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
内
容
・
受
付
に
つ
い
て
は

つ
ぎ
の
と
お
り
と
い
た
し
ま
す
。

●
対
象
者

町
内
在
住
者
で
身
体
障
害
者
第
Ⅰ
種
１
・
２

級
の
方
、
知
的
障
害
者
　
判
定
『
Ａ
』
の
方
、

精
神
障
害
者
　
１
級
の
方

●
申
込
先

町
総
務
課

TEL
（
５
８
）
８
２
０
０

町
福
祉
課

TEL
（
５
８
）
８
２
０
３

※
　
申
込
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
を
持
参

の
う
え
、
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な

お
、
申
込
は
本
人
に
限
ら
ず
、
家
族
の
方
等
代

理
の
方
で
も
結
構
で
す
が
、
そ
の
場
合
は

町
総
務
課

TEL（
５
８
）８
２
０
０

●平成12年度町税納付期限一覧表
納付月 町県民税 固定資産税 軽自動車税 納期限
5月 ※　1期 ※　1期 5月31日（水）
6月 ※　1期 6月30日（金）
7月 2期 7月31日（月）
8月 2期 8月31日（木）
9月 3期 10月2日（月）
10月 3期 10月31日（火）
11月 11月30日（木）
12月 4期 12月25日（月）
1月 4期 1月31日（水）

①※は納付書の発送月です。
②納付書は※の発送月に、1年分まとめて送付させていただきます。

代
理
の
方
の
印
鑑
も
持
参
く
だ
さ
い
。

●
申
込
開
始

４
月
１
日
か
ら
随
時

●
サ
ー
ビ
ス
内
容

▼
申
し
込
ま
れ
た
方
が
万
が
一
災
害
に
あ
わ
れ

た
時
、
希
望
緊
急
連
絡
先
に
連
絡
し
ま
す
。

▼
耳
や
言
葉
に
障
害
を
も
た
れ
る
方
は
、
１
１

９
番
で
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
り
通
報
で
き
ま
す
。

▼
救
護
活
動
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
は
無
料
で
情
報
は
厳
重
に
保
護
さ

れ
ま
す
の
で
、
他
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
決
し

て
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
町
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

納
付
が
困
難
な
方
は
、
ご
相
談
を

免
除
は
次
の
２
種
類
で
す
。

法
定
免
除

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て

い
る
方

②
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
被
用
者
年
金
の
障

害
年
金
（
１
級
・
２
級
）
を
受
け
て
い
る
方
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こ
れ
ま
で
町
へ
水
道
の
給
水
申
請
が
出
さ
れ

る
と
、
町
で
は
測
量
・
設
計
を
行
い
、
工
事
に

必
要
な
工
事
金
額
を
申
請
者
に
連
絡
し
、
工
事

費
を
受
領
後
、
町
内
指
定
工
事
業
者
に
発
注
す

る
工
程
を
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
春
か
ら
次

の
よ
う
に
工
程
が
変
わ
り
ま
す
。

●
給
水
申
請
者
と
指
定
工
事
事
業
者
と
の
間
で
、

給
水
装
置
工
事
の
契
約
（
工
期
・
工
事
金
額
等
）

を
か
わ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
工
事
の
測
量
・
設
計
は
指
定
工
事
事
業
者
が

町
水
道
課

TEL（
５
８
）８
２
０
７

行
い
ま
す
。

●
指
定
工
事
事
業
者

が
左
記
一
覧
表
の
と

お
り
拡
大
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
従
来
誰
で

も
施
工
す
る
こ
と
が
で

き
た
２
次
側
（
メ
ー

タ
ー
よ
り
下
流
部
）

の
配
管
に
つ
い
て
も
、

指
定
工
事
事
業
者
し

か
施
工
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

詳
し
く
は
、
町
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
請
免
除

①
所
得
の
少
な
い
方
や
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で

経
済
的
に
お
困
り
の
方

②
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
特
別

の
理
由
が
あ
る
方

免
除
さ
れ
た
期
間
（
追
納
）

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
の
年
金
額
は

通
常
の
３
分
の
１
と
低
額
に
な
り
ま
す
の
で
過

去
10
年
以
内
に
限
っ
て
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

追
納
す
る
と
き
は
、
当
時
の
保
険
料
に
若
干

の
加
算
が
つ
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
TEL
（
５
８
）

８
２
０
２
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
４
月
か
ら
窓
口
が
、
住
民
課
と
な
り
ま
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
）

＜水道料金の計算方法＞
基本料金（使用料を含まない）
φ13……500円　φ20…1000円
従量料金（基本料金に加算される料金）
1～35m3…100円　36～50m3…150円　51m3以上……180円

例〕 φ13のメーター口径で38m3使用の場合
（基本料金）500円＋（従量料金）100円×35m3

＋150円×3m3＝4450円
となります。

※玉城町は毎月検針とし、毎月料金請求を行っています。

給
水
申
請
書�

指
定
工
事
事
業
者�

①給水工事依頼�

③給水申請及び�
設計審査申請�

④許可�

⑦工事検査�

②測量・設計�

⑤加入金�

⑥工事施工�

（手数料）�工事費�

町
水
道
課�

●指定給水装置工事事業者一覧表 平成12年3月14日現在

指定事業者名 電話番号
株式会社丸吉建工 玉城町佐田245番地1 0596-58-3118
高口水道有限会社 玉城町佐田341番地4 0596-58-3403
有限会社玉幸住設 玉城町佐田707番地 0596-58-3331
有限会社マツヤマ環水 玉城町小社曽根2247番地 0596-58-2276
三重農事有限会社 玉城町田丸163番地4 0596-58-3160
三重浄化槽サービス 玉城町上田辺673－2 0596-58-7855
都 設備 玉城町宮古3086-1 0596-58-0002
永井設備（永井賢二） 玉城町妙法寺613－6 0596-58-4916
フジタ電化住設(藤田正） 玉城町妙法寺623－1 0596-58-5160
岡田英記（岡田設備工業） 伊勢市浦口4丁目9－21 0596-29-4700
高橋水道ポンプ店 伊勢市一之木3丁目7－10 0596-28-4519
株式会社前田組 伊勢市宇治浦田3－17－34 0596-25-8525
株式会社山信工業 伊勢市浦口1丁目2番3号 0596-25-6838
前田篤（前田設備） 伊勢市下野町257番地2 0596-36-6416
中水株式会社 伊勢市下野町653番地17 0596-31-0515
㈱中央設備 伊勢市桜木町116番地55 0596-27-0787
㈲秋無建設 伊勢市上地町1533番地1 0596-24-8664
㈲中部エンジニアリング 伊勢市上地町785番地3 0596-23-3328
中野水道 伊勢市常磐1丁目5－13 0596-28-5925
大盛設備 伊勢市西豊浜町１９１１ 0596-37-3672
㈲ユニティーオオニシ 伊勢市船江4丁目16番8号 0596-22-5232
㈲羽田野設備 伊勢市村松町1356－10 0596-37-3959
ユタカ設備 伊勢市村松町1389番地43 0596-37-1971
ダイワ設備工業㈱ 伊勢市村松町明野1375－6 0596-37-5454
テック設備 伊勢市中村町桜ヶ丘177－1 0596-28-8976
杉山設備株式会社 伊勢市中島1－15－4 0596-28-5052
㈱岩建工業 伊勢市朝熊町2430番地1 0596-23-2655
㈲野村水道工業所 伊勢市辻久留1丁目11－5 0596-28-6617
株式会社神都 伊勢市八日市場町14番22号 0596-23-1005
㈲大初 伊勢市宮後3丁目9番12 0596-25-2919
タナカ住宅設備 一志郡三雲町曽原336－11 059856-3980
出口設備 志摩郡志摩町越賀205－1 05998-5-4526
丸貞工業株式会社 志摩郡志摩町和具784番地1 05998-5-0001
松阪水道有限会社 松阪市垣鼻町1092番地の47 0598-51-4848
大喜多設備 松阪市垣鼻町1268 0598-23-1800
ＨＯＭＥ．ＴＲＵＳＴ 松阪市垣鼻町1602－1 0598-23-4102
㈲松本水道 松阪市早馬瀬町188番地 0598-28-2824
㈲川口設備工業所 松阪市東町593番地の1 0598-52-4656
㈲向洋設備工業 多気郡明和町斎宮3639 0596-52-0071
㈲ナカヤ設備工業 多気郡明和町大字新茶屋422 0596-52-2577
㈲辻井設備 多気郡明和町竹川39－39 0596-52-3090
イオカ設備工業 度会郡御薗村王中島436－3 0596-36-1218
大和設備 度会郡小俣町湯田1054番地7 0596-24-7025
有限会社トップ設備工業 度会郡小俣町湯田577番地 0596-27-0118
橋爪建材㈱ 度会郡小俣町明野1720-1 0596-24-0151
小松工業 度会郡度会町下久具97の2 0596-62-1061
かじ守 度会郡度会町棚橋398－1 0596-62-0075
尾崎水道 度会郡度会町当津219 0596-62-1418
有限会社白髭商店 度会郡南勢町3833番地 05996-6-0161
南水道 度会郡南島町河内360－2 05967-6-0896
㈱銅勝 北牟婁郡紀伊長島町長島527番地の2 05974-7-1533
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くらしの情報

厚
生
省
で
は
、
人
口
動
態
調
査
を
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
及
び
離
婚
の
各
届

書
を
も
と
に
、
出
生
や
死
亡
の
状
況
を
調
べ
る

も
の
で
す
が
、
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
に
は
、

届
書
に
職
業
の
記
入
も
お
願
い
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
死
亡
届
に
は
、
併
せ
て
職
業
の
記
入

も
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福
祉
の
向
上
に

役
立
た
せ
る
た
め
の
統
計
資
料
と
し
て
利
用
さ

れ
ま
す
。

本
年
は
、
国
勢
調
査
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

届
出
を
さ
れ
る
方
々
に
は
、
ご
面
倒
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
様
お
願
い

し
ま
す
。

調
査
期
間
　
（
１
年
間
）

平
成
12
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
13
年
３
月
31
日
ま
で

調
査
対
象
者

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚
の
各
届

を
出
さ
れ
る
方

調
査
方
法

各
届
書
を
出
さ
れ
る
と
き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
職

業
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 町

住
民
課

TEL（
５
８
）８
２
０
２

記
入
例

職
業
・
産
業
例
示
表
を
窓
口
に
備
え
て
お

り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
町
住
民
課
で
届
出
を
出
さ
れ

る
際
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

毎
年
４
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
畜
犬
登
録
・

狂
犬
病
予
防
接
種
注
射
を
次
の
よ
う
に
実
施
し

ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
７
年
度
の
法
改
正
に
よ
り

「
登
録
」
に
つ
い
て
は
生
涯
１
回
の
登
録
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
以
降
の
登
録
済
み
の
畜
犬

に
つ
い
て
は
、
狂
犬
病
注
射
の
み
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
畜
犬
に
つ

い
て
は
「
通
知
書
」
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
当
日
会
場
へ
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
新
た
に
登
録
さ
れ
る
方
は
、
当
日

会
場
受
付
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

●
４
月
20
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

伊
勢
農
協
下
外
城
田
支
店

午
後
１
時
〜
２
時

伊
勢
農
協
外
城
田
支
店

町
住
民
課

TEL（
５
８
）８
２
０
２

●
４
月
21
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分伊

勢
農
協
有
田
支
店

午
後
１
時
〜
３
時

村
山
龍
平
記
念
館
横

【
料
金
】

登
録
・
狂
犬
病
注
射
の
場
合
　
６
２
０
０
円

狂
犬
病
注
射
の
み

３
２
０
０
円

【
そ
の
他
】

つ
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
糞
の
始
末
が
で
き
る
よ
う
袋
な
ど
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

４
月
11
日
（
火
）
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

町
の
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
町
保

健
福
祉
会
館
で
開
催
し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
町
福
祉
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
相
談
内
容
】

○
相
続
・
贈
与
・
売
買
に
よ
る
所
有
権
移
転

○
担
保
権
の
設
定
・
抹
消
等
の
不
動
産
登
記

○
法
人
に
関
す
る
登
記
・
訴
え
・
調
停
・
訴

訟
等
の
裁
判
所
提
出
書
類

○
成
年
後
見
法
に
関
す
る
も
の

○
そ
の
他
身
近
な
相
談
な
ど

町
福
祉
課
TEL（
５
８
）８
２
０
３

町
保
健
福
祉
会
館
TEL（
５
８
）８
０
０
０
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◆
「
保
険
税
」
を
「
保
険
料
」
に
変
更

◆
納
付
回
数
が
年
「
10
回
」
か
ら
「
12
回
」
に

◆
介
護
保
険
料
は
一
括
し
て
国
保
料
で
徴
収

保
険
税
を
保
険
料
に
変
更
し
ま
す

市
町
村
に
お
け
る
給
付
と
賦
課
徴
収
の
一
本

化
や
、
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、

当
町
で
は
本
年
４
月
１
日
か
ら
こ
れ
ま
で
の

「
保
険
税
」
を
「
保
険
料
」
に
変
更
し
、
町
税
務

町
福
祉
課

TEL（
５
８
）８
２
０
３

課
で
行
っ
て
い
ま
し
た
国
保
税
の
賦
課
・
徴
収

業
務
を
、
給
付
と
あ
わ
せ
町
福
祉
課
で
取
り
扱

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
の
徴
収
が
は
じ
ま
り
ま
す

４
月
か
ら
国
保
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
か
ら

64
歳
の
方
（
第
２
号
被
保
険
者
）
の
国
民
健
康

保
険
料
と
介
護
保
険
料
は
一
括
し
て
「
国
民
健

康
保
険
料
」
と
し
て
世
帯
主
に
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
介
護
保
険
料

は
、
国
保
料
の
算
定
と
同
様
、
所
得
や
固
定
資

産
、
各
世
帯
の
第
２
号
被
保
険
者
の
数
な
ど
に

よ
っ
て
求
め
ら
れ
ま
す
。

国
保
料
の
納
付
回
数
を
年
10
回
か
ら
12
回
に
変

更
し
ま
す

４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
は
じ
ま
り
介
護

保
険
料
の
徴
収
に
つ
い
て
も
行
わ
れ
ま
す
が
、

介
護
保
険
料
は
毎
月
納
付
（
12
回
納
付
）
と
な

る
の
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税

は
年
10
回
納
付
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
一
括

し
て
国
民
健
康
保
険
料
と
し
て
納
付
し
て
い
た

だ
く
こ
と
か
ら
、
納
付
回
数
を
年
12
回
納
付
に

変
更
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
今
ま
で
国
民
健
康
保
険
税
の
仮

算
定
の
時
期
は
６
月
の
１
ヶ
月
間
で
あ
っ
た
の

が
４
月
か
ら
６
月
の
３
ヶ
月
間
に
増
え
ま
す
が
、

１
年
間
に
収
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
の
総
額
に

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

●
次
回
の
日
程
は
…
。

５
月
９
日
（
火
）

▼
時
間

午
前
10
時
〜
11
時

30
分

▼
場
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
対
象

保
育
所
入
所
ま
で

の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

▼
内
容

外
遊
び

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
保

健
福
祉
会
館
保
健
婦
へ
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル
で
は

こ
ん
な
事
も
し
て
い
ま
す

２
月
10
日
（
木
）
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
で
は
、

講
師
に
藤
原
由
佳
里
先
生
を
招
い
て
親
子
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
を
中
心
に
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
い
ま
し

た
。
い
つ
も
の
サ
ー
ク
ル
で
は
見
ら
れ
な
い
表

情
を
お
母
さ
ん
も
お
子
さ
ん
も
見
せ
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。

４
月
か
ら
「
子
育
て
サ
ー
ク
ル
」
を
「
た
ま

き
っ
こ
く
ら
ぶ
」
に
改
称
し
、
い
ろ
ん
な
季
節

に
応
じ
た
遊
び
を
取
り
入
れ
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

母子手帳の交付は、
町保健福祉会館で行っています

３
月
17
日
、
Ｊ
Ａ
伊
勢
玉
城
支
店
様
か

ら
、
お
年
寄
り
や
、
子
供
た
ち
の
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
の
”ニ
ギ
ニ
ギ
玄
米

袋
“
を
玉
城
町
内
の
各
保
育
所
（
４

所
）
と
町
保
健
福
祉
会
館
に
合
わ
せ
て

３
９
０
袋
、
ま
た
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
車

い
す
を
１
台
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ニ
ギ
ニ
ギ
玄
米
袋
は
、
１
袋
あ
た
り
２
５

０
㌘
の
玄
米
を
入
れ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
大
。
す

べ
て
同
支
店
の
手
作
り
。
17
日
の
授
与
に
は

農
協
中
央
会
か

ら
講
師
を
招
き
、

田
丸
保
育
所
園

児
た
ち
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
方
法
を
指

導
し
ま
し
た
。
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●平成12年度予防接種実施医療機関（平成12年4月1日～平成13年3月31日）
玉城町
久瀬医院 佐田415 58-3120

高木内科 野篠704-7 58-6580

玉城病院 佐田881 58-3039

中嶋医院 蚊野2148-8 58-7067

松岡内科医院 田丸134-10 58-3700

伊勢市
足立小児科医院 吹上1丁目6-24 23-0500

伊勢志摩レディスクリニック 黒瀬町671-20 21-0800

海野内科 浦口2丁目2-13 23-1211

神田小児科 河崎1丁目12-12 22-4545

伊勢久藤内科医院 辻久留2丁目10-4628-8667

慶應義塾大学伊勢慶應病院 常磐2丁目7-28 22-1155

小林胃腸科内科 馬瀬町1007 36-6500

さかとく小児科 小木町曽祢512 31-1511

佐々木小児科 一之木1丁目4-7 24-3816

市立伊勢総合病院 楠部町3038 23-5111

鈴木小児科クリニック 岩渕2丁目8-38 27-2611

高見内科 岡本1丁目4-28 28-3931

積木内科小児科 岡本3丁目6-7 28-3738

徳田内科 倭町156 28-8425

土居医院 古市町173 28-5111

小児科永井医院 八日市場町5-20 28-2010

畠中医院 大湊町862 36-4572

花田小児科医院 中島2丁目6-13 28-5068

浜口医院 神社港263 36-4671

東谷呼吸循環器科 神久5丁目7-56 22-1181

平澤病院 中須町453-1 23-0855

松本医院 神社港20-13 36-4693

山崎外科内科病院 楠部町乙77 22-2218

岩田医院 二俣1丁目4-16 28-5356

小俣町
小林内科医院 本町276 22-1563

東山医院 本町90 22-4309

越智医院 明野726-1 37-2275

林産婦人科 相合471 24-8686

中井クリニック 湯田790-1 22-7767

二見町
二見浦内科 江147 42-1122

度会町
森本医院 棚橋468-1 62-0140 

越智ファミリークリニック 大野木2809-1 62-2255

大宮町（市外局番　05988）
七保診療所 打見116-5 3-2016

宮原医院 阿曽2270 6-3555

瀧原診療所 滝原1516-3 6-3122

紀勢町（市外局番　05987）
小関医院 錦195-6 3-2222

南島町
阿曽浦医院 阿曽浦307 72-1018

古和浦診療所 古和浦93-1 78-0954

吉津医療センター 村山1131-58 76-1707

小島医院 村山1118-6 76-2000

南島病院 東宮字豆方86-1 72-0001

南勢町（市外局番　0599）
上田医院 五ケ所浦4025 66-1606

南勢町立病院 五ケ所浦2969 66-0011

御薗村
ハートクリニック福井 長屋2000 26-2111

玉石産婦人科 長屋2049 22-5656

小野循環器科内科 長屋2181 21-0600

山田赤十字病院 高向810 28-2171

大内山村（市外局番　05987）
大野医院 大内山村744-1 2-2012

予防接種医療機関変更のお知らせ
スケジュールどおり予防接種を受けていますか？
受け忘れのないよう、また二重接種のないよう母子手帳と「予防接種と子どもの健康」の冊子を十分確認したうえ
で接種してください。接種できる医療機関が変更になりましたので、伊勢度会管内の関係機関を一覧表にしました。
ご確認いただき、かかりつけの医療機関で接種を実施してください。

●
伊
勢
・
度
会
地
区
犯
罪
被
害
者

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立

犯
罪
や
事
件
か
ら
被
害
者
が
受
け
る
精
神

的
、
経
済
的
被
害
等
の
影
響
が
き
わ
め
て
大
き

く
、
こ
の
よ
う
な
被
害
者
ま
た
は
家
族
等
に
対

す
る
積
極
的
な
支
援
活
動
を
す
る
た
め
、
伊
勢

警
察
署
で
は
１
月
25
日
、
県
民
局
、
市
町
村
、

医
師
会
、
弁
護
士
、
自
治
会
等
の
関
係
機
関
・

団
体
等
の
協
力
を
得
て
、「
伊
勢
・
度
会
地
区

犯
罪
被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
立
し

ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
今
後
会
員
相
互
の
緊
密

な
連
携
と
、
一
致
協
力
に
よ
り
被
害
に
苦
し
み

悩
ん
で
い
る
被
害
者
や
そ
の
家
族
等
へ
の
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
提
供
、
医
師
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
、
弁
護
士
の
専
門
相
談
な
ど
被
害
者
の
心
情

に
配
慮
し
た
き
め
細
か
な
支
援
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
被
害
に

遭
わ
れ
て
困
っ
て
い
る
方
は
、
一
度
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
伊
勢
警
察
署
内
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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玉
城
町
で
は
、
今
年
４
月
か
ら
は
じ
ま
る
乳

幼
児
補
助
装
置
（
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
）
の
義

務
化
に
伴
い
、
そ
の
保
護
者
に
対
し
補
助
金
の

交
付
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

町
内
に
お
住
ま
い
で
就

学
前
の
乳
幼
児
（
町
内
在

住
）
の
た
め
に
購
入
さ
れ

る
方た

だ
し
、
乳
幼
児
一
人

に
つ
き
１
回
限
り
。

▼
補
助
金
の
額

購
入
価
格
の
１
／
２
の

町
福
祉
課

TEL（
５
８
）８
２
０
３

国束山北麓、外城田の丘、大仏山の山なみのふ

もとの各地に焼畑農名残の地名がある。国束山頂か

らコア（石核）がみつかり、中腹からは磨製石斧

（多気町外城田小蔵）が見つかっているように、山

を往き来し山裾に暮らす古代人がいたことが分か

る。２千余年前から稲作するようになって農耕社会

の神観念が芽生え、育ち、受け継がれてきた。

山には山の神が宿って稲作の水を恵み、春２月の

満月の夜、里に下りて田の神となり、とり入れがす

むと秋11月の満月の夜再び山に帰って山の神となる

という信仰である。

農耕民となった古代人が最も大切なまつりとした

のは春の年ごいまつり（祈年祭）で、「とし」は稲

の実のりのこと、年に１回みのるので年といい、稔

の字があてられ、稲のみのりを司る神を年神とする

信仰が生まれ、宮古の大歳の森も年神の降臨をたま

わった森であった。

安永２年（1705）の大指出帳（藩に提出する村の

現況報告書）に、原・野篠・山神・蚊野に「山の

神の森」があり、積良にヤマノカミド（山の神処）

の字名がある。大指出帳に書き上げているのは村に

とって大切な森であった証拠で、下田辺村・山神な

どには「山の神社」が書き上げられている。

◎金子延夫著　　玉城町史第三巻より抜書

◆ C O L U M N ◆
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額
と
し
、
１
台
に
つ
き
１
万
円
を
限
度
。

▼
補
助
金
の
交
付
申
請
方
法

交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、「
玉
城
町
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
補
助
金
交
付
申
請
書
」

を
町
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
金
の
請
求

補
助
金
の
交
付
決
定
通
知
を
受
け
た
後
、

●
「
玉
城
町
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
補
助

金
実
績
報
告
書
兼
請
求
書
」

●
「
領
収
書
」（
購
入
者
氏
名
、
購
入
年
月
日
、

購
入
さ
れ
た
機
種
が
明
示
さ
れ
た
も
の
）

●
「
品
質
保
証
書
」
の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
町
福
祉

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
交
付
の
流
れ

玉
城
町�

請  

求  

者�

決
定
通
知�

交
付�

「
玉
城
町
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費�

補
助
金
交
付
申
請
書
」
提
出�

玉
城
町
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト�

購
入
費
補
助
金
実
績
報
告
書�

兼
請
求
書
　
領
収
書
な
ど�

①�

②�
③�

④�
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三
重
環
境
県
民
会
議
で
は
、
草
の
根
的
な
活

動
か
ら
県
民
全
体
を
巻
き
込
ん
で
行
う
活
動
ま

で
の
、
多
様
で
自
発
的
な
環
境
保
全
活
動
を
、

よ
り
活
発
に
し
て
広
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
環

境
創
造
活
動
に
必
要
な
経
費
を
助
成
す
る
制
度

が
平
成
12
年
度
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

▼
助
成
対
象
者

①
助
成
対
象
者
の
区
分

・
団
体：

営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
。
２
名

以
上
で
行
う
活
動
で
あ
れ
ば
団
体
と
み
な
し
ま

す
。

・
企
業：

営
利
を
目
的
と
し
た
団
体
、
会
社
、

商
店
な
ど
。

・
個
人：

一
人
で
活
動
を
行
う
場
合
は
、
個
人

と
な
り
ま
す
。

②
必
要
な
要
件

・
団
体
及
び
企
業：

会
則
等
の
運
営
ル
ー
ル
を

持
ち
、
代
表
者
が
明
ら
か
で
、
県
内
に
住
所
を

置
い
て
い
る
こ
と
。

・
個
人：

県
内
に
居
住
あ
る
い
は
勤
務
し
て
い

る
こ
と
。

▼
助
成
対
象
と
す
る
活
動

本
制
度
は
、
環
境
保
全
活
動
（
実
践
・
普
及

啓
発
・
調
査
研
究
活
動
）
に
対
し
て
助
成
し
ま

す
。
た
だ
し
、
個
人
が
行
う
実
践
活
動
や
、
営

利
を
目
的
と
す
る
活
動
、
政
治
・
宗
教
活
動
を

主
な
目
的
と
し
た
活
動
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

三
重
環
境
県
民
会
議
事
務
局

TEL
０
５
９（
２
４
５
）７
５
１
２

▼
申
請
方
法

申
請
書
お
よ
び
関
係
書
類
を
添
え
て
、
４
月

30
日
ま
で
に
三
重
環
境
県
民
会
議
事
務
局
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査
さ
れ
基
準
を
満
た
し

て
い
る
も
の
に
対
し
助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
活
動
の
計
画
内
容
な
ど
詳
し
い
資

料
や
申
請
書
は
町
住
民
課
に
備
え
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
三
重
環
境
県
民
会
議
事
務

局
あ
る
い
は
、
町
住
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

交
通
安
全
協
会
玉
城
支
部
で
は
、
年
５
回
の

街
頭
指
導
を
通
じ
、
特
に
４
月
か
ら
始
ま
る
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の
徹
底
を
中
心
に
、
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

●
重
点
目
標

▼
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用

徹
底

▼
高
齢
者
・
子
供
の
交
通
安
全
事
故
防
止

▼
若
年
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

▼
飲
酒
運
転
の
追
放

▼
違
法
・
迷
惑
駐
車
の
追
放

皆
さ
ん
が
交
通
安
全
マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
こ

と
に
よ
り
、
悲
惨
な
交
通
死
亡
事
故
を
防
止
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
三
重
県
か
ら
交
通

死
亡
事
故
が
な
く
な
る
よ
う
県
民
全
員
で
協
力

し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
平
成
12
年
中
に
実
施
さ
れ
る
活
動
で
、

申
請
で
き
る
件
数
は
こ
の
期
間
中
１
件
で
す
。

▼
「
一
般
活
動
」
と
「
重
点
テ
ー
マ
活
動
」

助
成
に
は
次
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

・
「
一
般
活
動
」：

環
境
保
全
活
動
全
般
。

・
「
重
点
テ
ー
マ
活
動
」：

重
点
テ
ー
マ
と
す

る
「
く
ら
し
と
環
境
」
に
合
う
、
生
活
に
密
接

に
結
び
つ
く
活
動
。（
ど
ち
ら
で
申
請
す
る
か
は

申
請
者
が
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
助
成
率
・
助
成
金
限
度
額

▼
助
成
対
象
経
費

活
動
に
伴
う
経
費
（
飲
食
費
・
人
件
費
は
対

象
外
）。
運
営
維
持
の
た
め
の
経
常
的
経
費
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

町
総
務
課

TEL（
５
８
）８
２
０
０

一般活動助成 重点テーマ活動助成

助成対象経費 助成額など 助成対象経費 助成額など

5～20万円 助成率100％ 5～30万円 助成額100％

20～40万円 20万円固定 30～40万円 30万円固定

40万円以上 40万円以上

企業 助成率10％（50万円限度）

個人 10万円限度（※実践活動は対象外）

団体
（グループ）

助成率50％
（100万円限度）

助成率75％
（150万円限度）



佐敷町シュガーホールで行われた構成劇

「東綾雲（あがりあやぐむ）」。戦前、戦中、戦

後、現代に至るまでのウチナー女性の歴史を

描いたもの。昭和47年復帰の年、百名区の敬

老会の出し物として婦人会が披露したのが始

まり。今回、青年会を中心に男性も加わり、

笑いあり涙ありのいっそう内容を濃くして12

年ぶりに復活した。

復活された構成劇「東綾雲」

◆ C O L U M N ◆

From Okinawa - Tamagusuku Village

沖縄県玉城村役場　TEL 098（948）7111

佐
敷
町
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

構
成
劇
「
東
綾
雲

あ
が
り
あ
や
ぐ
む

」
が
復
活
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県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
職
を
希
望

さ
れ
る
方
の
た
め
の
表
計
算
実
践
講
習
会
を
次

の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

前
期
　
５
月
11
日
〜
24
日

後
期
　
５
月
25
日
〜
６
月
７
日

毎
週
　
月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
15
分

▼
会
場

伊
勢
市
労
働
福
祉
会
館
（
伊
勢
市
勢

田
町
）

▼
定
員

20
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

TEL
０
５
９（
２
３
４
）６
８
８
３

険
料
の
申
告
・
納
付
期
間
は

４
月
１
日
か
ら
５
月
22
日
ま
で

お
忘
れ
な
く
、
お
早
め
に
申
告
・
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。（
労
災
保
険
料
率
・
雇
用
保
険
料
率

と
も
前
年
と
同
率
で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）

な
お
、
４
月
１
日
か
ら
「
三
重
労
働
基
準
局
」

「
三
重
県
職
業
安
定
課
」「
三
重
県
雇
用
保
険
課
」

「
三
重
女
性
少
年
室
」
は
統
合
さ
れ
、「
三
重
労

働
局
」
と
な
り
、
労
働
保
険
料
の
取
り
扱
い
に

関
し
て
は
三
重
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
が
取

り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
同
労
働
保
険
徴
収
室
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
内
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
と
表
計
算
の

基
礎

▼
受
講
料

無
料
（
教
材
費
自
費
負
担
）

▼
申
込
み
方
法

所
定
の
申
込
み
用
紙
（
公
共

職
業
安
定
所
に
あ
り
）
に
、
返
信
用
は
が
き
を

同
封
し
、
４
月
10
日
〜
14
日
ま
で
に
、
〒
514-

0817

津
市
高
茶
屋
小
森
町
字
中
山
1176-

2

三
重
県
人

材
開
発
セ
ン
タ
ー
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
平

成
11
年
度
確
定
保
険
料
と
平
成
12
年
度
概
算
保

三
重
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

TEL
０
５
９（
２
２
６
）２
１
０
０
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今
月
の
表
紙

◆人の動き（平成12年3月1日現在）
●人口　14,486人（＋24人）
●男　7,089人（＋14人）
●女　7,397人（＋10人）

●世帯数　4,198世帯（＋11世帯）
（ ）は2月1日以降の増減

■玉城町役場 TEL 58 - 8200
FAX 58 - 4494

●総務課 TEL 58 - 8200
●税務課 TEL 58 - 8201
●住民課 TEL 58 - 8202
●福祉課 TEL 58 - 8203
●農林課 TEL 58 - 8204
●建設課 TEL 58 - 8205
●都市計画課 TEL 58 - 8206
●水道課 TEL 58 - 8207
●下水道課 TEL 58 - 8207
●財政課 TEL 58 - 8208
●商工振興課 TEL 58 - 8209
●出納室 TEL 58 - 8210
●議会事務局 TEL 58 - 8211
●教育総務課 TEL 58 - 8212
●社会教育課 TEL 58 - 6331

■玉城病院 TEL 58 - 3039
■老人保健施設 TEL 58 - 3770
（ケアハイツ玉城）
■保健福祉会館 TEL 58 - 8000
■社会福祉協議会 TEL 58 - 6915
■玉城ふれあいの館 TEL 58 - 8800
■ふるさと味工房 TEL 58 - 8686
■夢工房たまき TEL 58 - 7696
■青少年相談センター TEL 58 - 4108
■南勢広域斎場 TEL 28 - 5120
■在宅介護支援センター TEL 58 - 8181

■玉城中学校 TEL 58 - 3057
■外城田小学校 TEL 58 - 2606
■田丸小学校 TEL 58 - 3046
■有田小学校 TEL 58 - 2321
■下外城田小学校 TEL 58 - 3333
■外城田保育所 TEL 58 - 3925
■田丸保育所 TEL 58 - 3077
■有田保育所 TEL 58 - 4411
■下外城田保育所 TEL 58 - 4932

休日・夜間当直室　
158ー8213

い
よ
い
よ
分
別
収
集
が
始
ま
り
ま
す
。

決
め
ら
れ
た
箱
に
、
決
め
ら
れ
た
物
を
入

れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
同
じ
色
合
い
に

揃
え
ま
し
た
。

保
育
所
の
子
供
た
ち
も
快
く
手
伝
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
面
倒
な
こ
と
で
も
後
世
の

こ
と
を
考
え
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て

資
源
を
大
事
に
し
た
い
も
の
で
す
。

乳幼児相談
………4月27日（木）
時間　9：30～15：00
場所　町保健福祉会館
対象　生後2ヵ月～3歳までのお子さん
内容　身体計測、離乳食（栄養）や
子育て全般に関する相談
＊母子手帳をお持ちください。

3歳児健康診査
………4月18日（火）
受付時間 13：00～13：30
場所　町保健福祉会館
対象　平成8年10月1日～11月30日
生まれのお子さん
＊該当児には、個人通知いたします。

子育てボランティア
募集

町では、子育てサークル等の子育
て支援事業をサポートしていただけ
るボランティアを募集しています。
・詳細については、町保健福祉会
館までお問い合わせください。

平成12年度
結核・肺ガン検診・
大腸ガン検診・
基本健康診査

平成12年度より基本健康診査の

検査項目にヘモグロビンＡ1ｃを追

加し検査項目の内容充実に伴い自

己負担金1,000円を健診時に医療機

関の窓口で徴収させて頂くことに

なりました。

また、結核・肺ガン検診、大腸

がん検診についても従来自己負担

を頂いている胃がん検診等と同様

に、結核・肺ガン検診100円（肺ガ

ン検診時に喀痰検査を希望される

方は500円）、大腸がん検診200円自

己負担頂くことになりました。

詳しくは、町保健福祉会館保健

婦にお問い合わせください。

2000.4     N
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いきいきクラブ
4月3日（月）、17日（月）、
24日（月）、5月8日（月）
時間　10：00～11：30
場所　町保健福祉会館　健康相談室
対象　60歳以上の方（若い方も歓
迎します。）
内容　指体操、簡単なストレッチ
体操など

心配ごと相談
………4月17日（月）
………5月 1日（月）
時間　10：00～15：00
場所　町保健福祉会館
お問い合わせは、町社会福祉協議会へ

胃がん検診
………4月10日（月）
受付時間　8：30～10：30
場所　町保健福祉会館
料金　900円
＊ご希望の方は保健福祉会館まで
お申し込みください。


